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15議員が市政を問う一 般 質 問

問　新患・急患を断らないための取組は。
答　非紹介患者初診料7,700円を負担いただ
ける場合は、紹介状がなくてもできる限り中央
病院で受け入れるよう調整しています。
問　医療費の未収金の回収に向けた対策は。
答　通知・督促・催告の流れで納入を促し、そ
れでも納入がない場合は、弁護士に徴収を委託
し、未収金の回収に努めています。
問　中央病院の誇れる特色は。
答　１つ目は県内でも２台しか運用されていな
い最新鋭のがん放射線治療装置を所有しており、
治療時の身体への負担が少なく、働きながらで
も高精度の放射線治療が受けられる点、２つ目
は地域医療連携推進法人「上十三まるごとネッ
ト」を設立し、近隣の病院間連携を推進してい
る点、３つ目は自治体病院では非常にまれな訪
問診療を行う「とわだ診療所」を併設し、地域
医療を支える体制を構築している点です。

問　外国人居住者へ生活ルールやマナー等をど
のように周知しているか。
答　転入時に、多言語対応のごみの出し方や防
災情報等のパンフレットを配布しているほか、
窓口での転入手続の際には、同行している就労
先の担当者等を通じた周知に努めています。

問　中心商店街の活性化に向け、誘客が期待で
きる「チームラボ」のような体験型アトラクシ
ョンを誘致する考えは。
答　現在、商店街の将来像を具現化するエリア
ビジョンの作成に向け、商店街連合会や市民等
の関係者と検討を重ねており、体験型アトラク
ションの活用についても共有を図りながら、魅
力あふれる中心市街地づくりに取り組みます。

問　レストランペリカン東側の交差点（下平東
小稲線）の整備について、市の考えは。
答　７つの路線が交差し、高度な交通処理が求
められるため整備が困難な状況となっています
が、稲生橋からレストランペリカンまでの市道
下平２号線の整備検討と併せ、整備の基本構想
策定に向け、関係機関と協議を進めていきます。
問　当該交差点の整備は、市民の関心も高いこ
とから、課題解消に向けて動き出すための仕組
みづくりを行う考えは。
答　これまで整備検討は土木課単体で行ってき
ましたが、専門的見地に加え、幅広い観点から
の検討が必要なため、今後は庁内における体制
を構築し、整備に向けた検討を進めていきたい
と考えています。

問　将来的に歯科医師数が大きく減少し、歯科
医療提供体制の維持が困難となることが危惧さ
れるが、歯科医師数の推移は。
答　令和４年厚生労働省統計によると、青森県は
人口10万人当たりの歯科医師数は55.9人と全
国最少で、全国平均81.6人を大きく下回ってい
ます。上十三歯科医師会によると、当市の歯科医
師数は10年前の27人をピークに減少し、令和7
年11月末現在で、歯科医院17施設、歯科医師
19人、人口10万人当たり33.3人となっています。
問　歯科医師数の減少について、市の認識や対
策等の検討状況は。
答　明確な歯科医師必要数の指標はありません
が、今後、人口減少や高齢化、後継者不足が深
刻化する可能性が高いことから、喫緊の課題と
受け止め、地域医療ニーズの把握と分析を行い、
上十三歯科医師会などの関係機関と連携して検
討していきます。

問　令和７年度の中央病院の経営状況は。
答　収入は令和６年度と比較して、消化器内科
常勤医の配置により約２億8,000万円、その他
の診療科における約３億7,000万円を合わせて、
約６億5,000万円の増収を見込んでいます。
　支出については、人件費や材料費など各種経
費の増加が予想され、現時点での収支は、約６
億9,000万円の赤字が見込まれています。
問　経営改善に向けた令和７年度の取組状況は。
答　院長が主導し、副院長をリーダーとする３つ
の経営強化チームを11月に立ち上げ、改善に
向け取り組んでいます。具体的には、効率的な
病床利用により入退院管理などを行うベッドコン
トロールチーム、地域の医療機関との連携を強
化し患者獲得を担う地域連携強化チーム、救急
患者の受入れを強化し患者の獲得を図る救急強
化チームを中心に取組を進め、令和７年11月の
実績として、１日当たりの一般入院平均患者数
が235人と、前月より25人増加しています。
問　今後の取組は。
答　経営強化チームによる取組のほか、消化器
内科の内視鏡検査枠や心臓ドックの検討など、
新たな収入源の獲得に努めます。

問　学校内でのトラブルなど、万が一に備え客
観的な証拠を残し、早期対応ができる体制の構
築に向け、校内へ防犯カメラを設置する考えは。
答　教職員等の盗撮や、いじめに対する抑止力
及び校内の器物破損などに対し、一定の効果が
ある一方で、プライバシーが守られず子どもや
教職員に心理的ストレスを与えたり、自然な対
話や人間関係が阻害されるおそれがあることか
ら、設置については慎重に判断する必要がある
と考えています。

問　青の煌めきあおもり国スポ・障スポのリハ
ーサル大会で、高森山総合運動公園サッカー場
天然芝の整備が課題となったが、改善策は。
答　補正予算として約6,380万円を計上し、
現在の西洋芝から姫高麗芝への張り替えを行い
ます。作業は令和８年５月頃から開始し、本大
会までに整備を完了させる予定です。
問　市民や関係者が一体となって大会を盛り上
げるための取組は。
答　おもてなしの取組として、競技会場にプラ
ンター等を設置する「花いっぱい運動」の実施
など、幅広い主体が参加できる取組を進めます。
問　中心市街地のおもてなしの取組は。
答　アーケード柱へのラッピング装飾や横断幕
の設置など、人通りの多い場所に装飾を施し、
歓迎する雰囲気を効果的に醸成します。

問　昨今の資材費の高騰などを踏まえ、秋まつ
りの山車制作費補助金を改善する考えは。
答　財政上大幅な増額は難しい状況であり、自
主財源を含めた収入の確保や、運行ルートや日
程の縮減による支出の抑制など、まつり全体の
在り方の見直しが必要と考えています。
問　３日間のまつり日程を１日縮減し２日間に
することによって削減できる経費を、山車制作
費補助に充てた場合の補助限度額は。
答　経費が単純に３分の２になると仮定すると、
１団体あたり約10万円の上限額の引き上げが
可能です。
問　山車運行の担い手が不足している現状につ
いて、市の認識と対応策は。
答　参加町内会の減少につながる深刻な課題と
認識しており、参加団体等と活発な意見交換を
通じて、その対策について検討していきます。
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